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工事概要と工法選定
工事概要
・岐阜県瑞穂市牛牧
・犀川が長良川に合流する地点で進められている犀川遊水地事業の一つ。
（犀川流域の内水被害の軽減や長良川本川への洪水負荷軽減を目的）

・犀川に流れ込む支川（五六川、起証田川）の河道整備工事として、
これらの断面を拡大し、樋門等を建設。

・対象地の範囲 約140m☓約100ｍ☓6.64m（最大掘削高）

地下水位低下工法の選定
（目的）
・掘削にともなう盤ぶくれ対策
・ドライワーク
・掘削斜面の安定

（条件）
・比較的広範囲の水位低下
・井戸や配管が掘削工事等の支障
にならない

スーパーウェルポイント工法
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重力に加え負圧によって地下水
を集め、水中ポンプによって揚
水する地下水位低下工法（【構
造】【特長】①揚水能力が大き
く、地下水位低下量が大きい飽
和水に負圧を与え続ける仕組み
（構造）であるため高い揚水能
力が維持され、地下水面の低下
が速く、大きい。地質によって
異なるがディープウェル工法等
に比べ約1.2倍から数10倍の揚水
量を示し、そのため置本数も
ディープウェル工法の概ね半分
以下となる。SWPの設②ドライ
ワークが可能浸出水（重力水、
毛管水）の揚水に加え、保留水
（吸着水）の一部も負圧によっ
て回収するため地盤の含水比が
比較的大きく低下し、ドライ
ワークが可能となる。特に粘性
土においてはトラフカビリティ
の向上が得られ、改良剤を使わ
ない掘削土となるため、再利用
先が制限されず（海への埋め立
ても可能）、コスト削減にもつ
ながる 【原理】真空ポンプ空

シルト層
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SWP工法

重力に加え負圧（井戸管内を
真空ポンプにより吸引する）
によって地下水を集め、水中
ポンプによって揚水する地下
水位低下法。

地下水位が低下して重力によ
る集水が減じても、負圧によ
る集水が継続する。
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施工基面(計画) 5.8m

最深床付-0.84m
細砂層目標水位 -1.0m

細砂層初期水位(計画)  4.22m 

-11.0

W1

0.78

W2,3
W4

-9.553

150

降水量(mm/日)

120

90

60

30

-4.8

-0.3

-4.7

-7.56

-3.96

-5.96

シルト層 No.2,3の限界水位 1.85m1.85m

-14.22

1/8 9:00
揚水開始

11.0

-5.0

9/30 17:00
揚水停止

-9.0

3.664m3/min(1/9 9:07)

0.539（4/21）

0.551 (9/8)

0.59（4/13）

0.68 (4/20)

139.5mm（8/14）

0.47(9/1)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

-15.0

-13.0

-11.0

-9.0

-7.0

-5.0

-3.0

-1.0

1.0

3.0

5.0

7.0

9.0

11.0

4/1 0:00 7/10 0:00 10/18 0:00 1/26 0:00 5/5 0:00 8/13 0:00 11/21 0:00 3/1 0:00 6/9 0:00 9/17 0:00 12/26 0:00

全揚水量 m3/minEL m

2019年

W1 W2 W3 W4 全揚水量

2020年 2021年

W1 遊水地中心部
W2     鉄塔周り鋼矢板外
W3 鉄塔周り鋼矢板内
W4     田圃脇

五六川
起証田川

観測井戸

SWP

鉄塔周り鋼矢板

鉄塔基礎フーチング

-13.0

揚水試験

鋼矢板

（表層安定処理工下端）

（中層混合処理工下端）

鋼矢板二重締切

水位変化図



 
 
 
 
 
 
 
  

-11.0 

SWP2（3） SWP6（5） 

-5.0 

 

EL6.66ｍ 
初期水位+4.22 

▼ 

目標水位-1.0 

▼ 
 
 K=3.18×10-3cm/sec1/4 
細砂層  

シルト層 

シルト層 

中層混合処理工 
スクリーン 

鋼矢板 -5.96

-13.0 
L＝約 83ｍ 

１

２

３地下水位（推定）

１、３ 確認
２(W1) EL-3.649ｍ（2021.1.4 9：00）

施工基盤面

地下水位（五六川）
縮尺縦横比 1：1


-11.0

SWP2（3）

SWP6（5）

-5.0



EL6.66ｍ

初期水位+4.22

▼

目標水位-1.0

▼





K=3.18×10-3cm/sec1/4　9：00

細砂層 

シルト層

シルト層

中層混合処理工

スクリーン

鋼矢板

-5.96ｍ

-13.0

L＝約83ｍ















	

image1.png



image2.png



image3.gif





施工前１ 鉄塔

既設堤防

排水機場（建設中）



施工前２

排水機場（別途建設中）

（既設堤防より撮影）



掘削床付時（五六川樋門）

床付 EL-0.46m

SWP4
鋼矢板二重締切 SWP5

初期水位EL+4.22m

▼



牛牧排水樋門（起証田川）

鉄塔



牛牧排水樋門（起証田川）



五六川樋門（下流左岸側より望む）

鋼矢板二重締切

鉄塔



五六川樋門（上流側より望む）



五六川樋門（上流側より望む）



まとめ
１ 地下水位を目標水位（EL-1.0ｍ）以深まで低下させることができた。

その結果、

２ 盤ぶくれは生じず、ドライワークの施工となった。

３ 掘削斜面は安定し、すべり等は生じなかった。

４ 鉄塔への影響もなく、周辺地盤の変状もなかった。

５ 比較的広い範囲の地下水位低下を比較的少ない井戸本数で実現した理由として、
SWP工法が重力に加え真空ポンプの負圧（吸引）により集水する仕組みにある
と考えられる。
地下水位が低下して重力による集水量が減じても、負圧による集水が持続して
地下水位をさらに低下させるからである。



井戸ロス

重力に加え負圧によって地下水を集め、
水中ポンプで揚水する地下水位低下工法

工法の原理

スーパーウェルポイント工法

井戸構造
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